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１「探究的な学習の過程」はなぜ有効か
「予測困難な時代に、

一人一人が未来の創り手となる」
①予測できない事態に対応せざるを得ない

ほとんどの場合「正解がない」「経験がない」

②課題は複雑に絡み合い、ひとりでは到底解決できない
多様な他者と協働して納得解を作り出す

③より積極的に未来に関与する必要が出てくる
未来を見据え、人間の価値や強みを生かす

→ より良い学校教育を通じて、体験的に学び取る
出典：「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善
及び必要な方策等について」（中央教育審議会答申；平成28年12月21日）



２ アクティブラーニングとスピンオフ
ダイナミックな学びがもたらす教育的効果
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の自覚

＝ 学びに必要な「自己決定・主導性」の覚醒
実態は･･･「学びの相対化の困難さ」という大人の認識と

それゆえの「個別最適さの押し付け」があったのでは？

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

「探究や協働の過程」の力学からの「スピンオフ（派生）」
→ 「個別最適さ」の手がかりとなる
探究の学びがもつ「余白」＝「意外性・偶発性・新規性」など

学びの「自己決定・主導性」の自覚
＝「生涯にわたり学び続ける力」の獲得



２ アクティブラーニングとスピンオフ

出典：文部科学省『今、求められる力を高める総合的な
学習の時間の展開』（小学校編）令和3年3月）20頁



２ アクティブラーニングとスピンオフ
ダイナミックな学びがもたらす教育的効果
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の自覚

＝ 学びに必要な「自己決定・主導性」の覚醒
実態は･･･「学びの相対化の困難さ」という大人の認識と

それゆえの「個別最適さの押し付け」があったのでは？

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

「探究や協働の過程」の力学からの「スピンオフ（派生）」
→ 「個別最適さ」の手がかりとなる
探究の学びがもつ「余白」＝「意外性・偶発性・新奇性」など

学びの「自己決定・主導性」の自覚
＝「生涯にわたり学び続ける力」の獲得



３ プロセスの展開で有用な方法
探究的な学習における児童の学習の姿

［探究の過程］
①課題の設定
②情報の収集
③整理・分析
④まとめ・表現

前掲：『今、求められる力を高める総合的な
学習の時間の展開』令和3年3月）20頁



３ プロセスの展開で有用な方法①
①課題の設定
＊24～29頁に9つの方法を紹介

＜視点＞
・個人の気づきから
全員の学びへ発展

・共同作業（協働）の
意味への気づき

・思考の構造化や
合意形成

前掲：『今、求められる力を高める総合的な
学習の時間の展開』令和3年3月）27頁



３ プロセスの展開で有用な方法②
②情報の収集
30～39頁に17の

方法を紹介

＜視点＞
・課題理解の
接近に適した
方法

・工夫や
アレンジに
つなげる

前掲：『今、求められる力を高める総合的な
学習の時間の展開』令和3年3月）31頁



３ プロセスの展開で有用な方法③

③整理・分析
40～47頁に13の方法を紹介

＜視点＞
・まとめ・表現を
意識しながら

・複数の方法を比較
することで、最適
な方法を

前掲：『今、求められる力を高める総合的な
学習の時間の展開』令和3年3月）42頁



３ プロセスの展開で有用な方法④
④まとめ・表現
40～54頁に13の方法を紹介

＜視点＞
・学びの軌跡を形に
する

・形にしたものを
他者に伝える

・解決に向かう
実践・行動を促す

・次の課題意識を
生み出す前掲：『今、求められる力を高める総合的な

学習の時間の展開』令和3年3月）53頁



4 振り返りの視点
・学校のあらゆる教育活動を思い浮かべ

これらの「手法」の有用性を考えてみる

・「手法」を手がかりにすることで
カリキュラム・マネジメント（教育
活動の横断性）のイメージを確認する

・「手法」は目的を達成するための手段
教職員が見失ってはならないことを
再確認する（手段を目的の関係）
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